
   （様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 2

4 4 4

3 4(3) 4 4

4 10(6) 8 8

5 4(3) 4 4

6 4(3) 3 3

7 4(3) 4 4

8 4(3) 4 4

9 3(2) 3 2

33 30 29

10 5(3) 5 4

11 5(3) 4 4

10 9 8

12 5(3) 5 4

13 5(3) 5 5

14 5(3) 5 5

15 15 14

15 10(6) 10 8

16 4(3) 4 4

17 4(3) 4 3

18 2(1) 2 2

19 2(1) 2 2

20 2(1) 2 2

21 2(1) 2 2

26 26 23

22 3(2) 3 3

23 3(2) 3 3

6 6 6

24 2(1) 1 2

25 2(1) 1 1

26 2(1) 2 2

　

6 4 5

100 94 89

備品の管理

個人情報保護 セキュリティ要綱を定め適切に運用されており、「2

（優れている）」の評価とする。

コロナ対策ガイドラインにより定員を制限して事業

を実施しているため、「１（標準）」の評価とす

る。

合　計　点

個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じてい
るか。

小計

小計

法令遵守で点検や報告を行っている。また労働環境とし

て、職員全員がコロナ関連の休暇を取得できるようになっ

ている。昨今の震災や感染症に対応するため、BCP、施設

管理要綱を定めた。

活動指標
コロナ対策や福島県沖地震直後の休館があったた

め、情報発信回数の指標で判断し、目標を上回って

いるため、「２（優れている）」の評価とする。

Ⅶ　その他

開館日は100％（コロナ対策の臨時休館、地震後の点検の

ための臨時休館を除く）であった。情報発信は116回で達

成できた。

雇用・労働条件への配慮
安全衛生委員会設置に向けた準備を行うなど、労働

環境向上に向けた取り組みが行われているため。「3

（優れている）」の評価とする。

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

地域経済への配慮
コロナにより中止とはなったが、古墳まつりにおけ

る地元商工会からの出店等のタイアップを企画する

など地域経済へ配慮した取り組みが行われているた

め、「3（優れている）」の評価とする。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

法令遵守で労働者への配慮は行っている。就労訓練、旧姓

使用など配慮がある。コロナ休暇、ワクチン休暇なども全

職員共通で取得可能である。

再委託は展示関係の点検以外は市内の業者に発注してい

る。職員全員が市内採用であり、アルバイトも全員市内の

方である。

コロナ前の収入額と比較すると△9.5％だが、昨年度

と比較すると＋37.8％となっており、利用料金設定

はないが、独自収入確保に努めていることから、「4

（優れている）」の評価とする。

清掃、衛生、美観維持は仕様書・提案どおりの内容

にとどまっているため「3（標準）」の評価とする。

小計

建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

施設管理要綱の策定やコロナガイドラインの策定・

見直しが行われており、適切に運用されているた

め、「4（優れている）」の評価とする。

清掃・衛生・美観維持

利用者が快適に利用できるような状態が保持されて
いるか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフ
レットの陳列、ポスター掲示等はないか。

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理

安全衛生委員会の設置に向けた取り組みなど、法令

以上の取り組みを行っており、「2（優れている）」

の評価とする。

持ち込み物品等の管理

建物及び敷地内の危険個所の把握や安全点検は職員が行

い、随時職員に報告し情報共有及び確認を行っている。危

機管理マニュアルがある。施設管理要網を策定して運用し

ている。修繕の実績、営繕要求の一覧、修繕予定リストな

どがある。１号墳墳頂の亀裂は前項で記載した通り。

建物内は毎日清掃し、美化に努めている。園内は巡回して

ごみ拾いや不審物の有無などの確認を行っている。

R3.10.29保健所職員によるコロナ対策研修を受けている。

備品については適切に管理を行っている。

マニュアルに従い、適切に管理している。個人情報ハンド

ブックを全員が持っている。情報セキュリティ要網の策定

運用をしている。

備品が適切に管理されているか。

持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

連絡調整
各種届出については遅滞なく行っており、関係機関との連

絡調整も適切に行っている。コロナ休暇、地震等被害状況

など随時報告している。また、連携を行った公民館や女子

大とも十分に調整を行った。

地域ボランティア、地元商工会・観光協会、市内公

民館へ積極的な働きかけを行っているため、「5（特

に優れている）」の評価とする。

人員・研修体制

毎日、朝礼・終礼で職員間の連絡事項の共有を行ってい

る。人員配置は適切である。コロナのワクチン接種などは

特別休暇としている。コロナ感染症対策のため、勤務調整

も行った。遊具の点検講習に参加し日常点検を行ってい

る。R3.10.29保健所職員によるコロナ対策研修を受けてい

る。カイゼン活動（グループウェア共有による研修）をし

ている。福島県文化財センター白河館の文化財研修に参加

している。

仕様書以上の有資格者・経験者を配置しているもの

の、職員研修のうち公園遊具に関する講習会など安

全上必要性が高い研修が中止のため不参加となって

おり、勉強会など研修に準じた成果が得られる代替

的な取り組みが必要であるため、「4（優れてい

る）」の評価とする。

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されている
か。職員に対し研修を実施しているか。

収支予算書どおりの収支状況となっているか。

協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協
議、相談等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行ってい
るか。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

3月16日の福島県沖地震の災害時には迅速に対応した。

BCP(業務継続計画）、施設管理要網を策定している。危機

管理マニュアルを運用している。警報が出た際は、園内を

巡回し危険個所の確認を行っている。

収支状況

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

帳簿管理・経理、業務監督については正職員が総務課との

ダブルチェックを行い、適切に行っている。R3.5.21・

12.9公認会計士指導、R3.5.26監事監査を受けている。

R3.12.23福島県の立入調査を受けている。

業務委託について、契約書に規定する監督員通知が

作成されていないものがあったため、「4（優れてい

る）」の評価とする。

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

支出については正職員が適正に行っている。一括発注、長

期契約等の実績がある。利用料金以外の収入確保の実績が

ある。

令和３（2021）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称

施設所在地

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
イベント参加や公園の利用に当たっては公平に対応してい

る。定期的に入館者数等を入口に表示し、団体等の利用時

間をウェブサイト等で公表している。

指定期間

評価項目 評価基準 市評価コメント 特記事項自己評価コメント

市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限
等）

施設区分

指定管理者

施設所管部課

大安場史跡公園

郡山市田村町大善寺字大安場１６０

2019.4.1～2024.3.31

事業実施型

公益財団法人郡山市文化・学び振興公社

文化スポーツ部文化振興課

開館日数285/307日
情報発信回数116/60
回（193.3％）

成果指標

　

小計

設定した指標の目標値（ガイダンス施設開館日、情
報誌及びウェブサイト等による情報発信）を達成し
ているか。

設定した指標の目標値（ガイダンス施設入場者数）
を達成しているか。

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

管理運営に於いては積極的に市へ協力している。地域や民

間事業者とも円滑な関係を構築している。

新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館とした日が

あった。感染症対策のため団体利用の件数も減っており、

入館者は目標値の58.7％であった。

労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

小計

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

事業実施は概ね計画通り行い、事業内容も好評を得てい

る。申請時から追加した事業の実績あり。休館による不実

施となったものは、可能な限り延期して実施している。ま

た、事業実施においては、コロナ対策を十分に行い、拡大

防止に努めている。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応でき
ているか。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告して
いるか。

意見や苦情に対しては適切に対応し、改善すべきところは

速やかに対処した。市への報告、施設内・公社内での共有

をしている。

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

管理運営に当たっては市の方針及び仕様書に則り、適切に

行った。新型コロナウイルス感染症ガイドラインの運用を

している。BCP、施設管理要網、情報セキュリティ要網、

施設の換気対策を策定して運用している。

広報・ＰＲの実施

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

ウェブサイトを作り情報発信を行っている。また、イベン

ト開催時にはポスター・チラシを作成し周知を行った。

ウェブサイトアクセス数は公社内で共有し、公社内施設と

連携してアクセス数向上を図り、SNS利用の促進、広報の

充実を図っている。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

来館者や電話の応対は適切に行った。また、名札の着用は

徹底した。接遇や服装についても常に職員同士で点検を

行っている。

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施
設、地元等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアッ
プ、積極性　等）

公社内の他施設および地元との連携を積極的に行った。公

民館２施設で出張展示を行い、好評を得た。郡山女子大学

と企画展示を引き続き行っている。

地元商工会や観光協会との連携のほか、地域をテー

マとした企画展を実施し、地域史談会などとも積極

的な連携を図っている。

また、郡山女子大学とタイアップした企画展示を引

き続き行っているほか、令和３年度から公民館への

積極的な働きかけにより、公民館での比較的大規模

な地域の歴史に関する企画展の実施に結び付けるな

ど、積極性がみられるため、「4（優れている）」の

評価とする。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

利用者アンケートの指摘には迅速に対応し、改善点には対

応した。換気量の調査を行い、施設の適切な換気量を数値

化し、CO2センサーを導入した。また、入口に於いて定時

に利用者数の表示、団体等利用状況をウェブサイトに公表

している。

改善すべき点の発見に努め改善を図っているが、新

たな改善項目は５点に満たないため「2（標準）」の

評価とする。

小計

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

定期点検、日常点検を実施しており、毎日の巡回簿

を作成し、点検記録を整備しているが、点検内容が

軽微なものにとどまることから、「4（優れてい

る）」の評価とする。

安全の確保

収支状況は適切である。指定管理会計、繰入金会計で黒字

確保、収入確保にも取り組んでいる。また、電気代や紙代

の高騰に対応し、節電や事業チラシの枚数見直しを行い、

経費削減に取り組んでいる。

収支状況は適切であり、収入増の取り組みが図られ

ている。支出の増はみられるものの、人件費を除く

経費は削減が図られており、「5（特に優れてい

る）」の評価とする。

法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持さ
れているか。（修繕を含む。）

法定点検や設備点検は適切に実施している。3月17日の福

島県沖地震後の施設点検で１号墳墳頂に亀裂が生じてお

り、立ち入り禁止措置を講じ、ウェブサイトにも掲示して

いる。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

持込物品については適切に管理を行っている。

   （様式２）

令和元（2019）年度

72,586

16

50,560

Ａ

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

令和２（2020）年度

行動計画
【前年度の指摘事項】
　・新型コロナウイルス対策を考慮しながらの事業内容の検討
　・新たな自主財源確保の検討

【改善対応状況】
　・イベントについては基本的に事前予約制として入館者の管理を図るとともに、換気・消毒を行い、感染症対策の徹底を図り、事業を継続している。
　・古墳まつり秋の「まりこふんコンサート」をライブからビデオ上映にして、観客の集中を回避した。
　・イベント開催時に物販などを検討していたが、コロナによる開催規模縮小の影響を受けた為、次年度以降に再検討を行う。

72,245 72,069 359,355

実　　　　　　　　績

令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

71,566指定管理料 (千円) 70,889

二次評価
（市の評価） Ａ

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

利用者数 (人) 31,834 29,953 112,347

Ａ⁺
8月23日～9月29日まで、まん延防止
等重点措置のため臨時休館。3月17
日福島県沖地震後の施設確認のため
臨時休館。（臨時休館日29日間）
3月17日より福島県沖地震で１号墳
墳頂に亀裂が入り、立ち入り禁止。

評価 評価内容

【次年度に向けて改善が必要な点】
・郡山市が推進するSDGsをさらに取り入れ、将来世代のニーズにあった一施設となるよう取り組んでいく。
・開園以来、年数が経っており施設の老朽化が進んでいるので、異常な事象を素早く察知して対応を早く行っていく。
・来館者にまた来たいと思っていただけるよう、接客について職員の意識向上を図っていく。
・入館者数及び事業収益の目標を達成するため、事業の内容や広報について検討していく。加えて、新型コロナウイルス感染症収束後に向けて事業内容を再検討していく。
・古墳の階段の腐朽が進んでおり、応急処置を行うことが必要（郡山市へは営繕要求を行っているが、本格的な対応がなされていない）。
・団体利用者はコロナの影響もあり以前より少ないので、個人利用客の促進を図り、関係団体へも積極的なはたらきかけを行う。
・他施設での出張展示や相互協力を行い、施設のPRをして誘客に努める。

Ｓ 94

【総合評価（評価できる点等）】
・管理経費の縮減も概ね達成できており、適切に施設を維持管理できている。
・条例や規則に基づき市民の平等な利用の確保に努めるとともに、ハンディキャップを負った来館者へも十分なサービスが提供できた。
・ユニバーサルデザインの取り組みについてもウェブサイトで公表している。
・市内採用や市内業者への再委託など雇用や地域経済への配慮は十分に行われている。
・ウェブサイトおよびFacebookから館の概要等を広範囲に多くの方に伝えることができ、効果的な広報ができた。
・新型コロナウィルス感染症のため入館者は減少したものの、市内外の小中学校の児童生徒を受け入れたことをはじめ、施設の効用は最大限に発揮できている。
・施設を管理運営していく上での職員配置は十分であり、適切に行うことができた。
・公民館２施設で出張展示を行い、市施設と積極的に連携を図った。
・BCP（業務継続計画）、施設管理要綱、情報セキュリティ要綱の策定を行った。
・施設の必要換気量の調査を行い、CO2センサーの導入をして、エアロゾル感染対策の強化を行った。
・感染症対策のための職員の労働環境として、コロナ関連の休暇を取得できる取り決めを行っている。
・3月16日の福島県沖地震後の施設確認で、１号墳墳頂に亀裂が生じて立ち入り禁止にしていることを、ウェブサイトで公表して注意喚起している。

16利用料金収入 (千円） 0

備　　考

4月18日～5月18日まで、コロナ対
策で臨時休館。2月14日～17日ま
で福島県沖地震後の施設確認のた
め臨時休館。（臨時休館日数29日
間）

0

評価 評価内容

【次年度に向けて改善が必要な点】
　コロナの影響で実施出来なかった研修のうち、遊具等の講習会については委託事業者から話を聞く程度に留まったとのことであった。遊具については、利用者の多くが子供であることも踏まえ、不
具合が事故につながる可能性が高く重要性が高いことから、施設内での勉強会など効果的な代替手段の確保が望ましい。
　また、事業実施について、ウィズコロナ・アフターコロナの視点にたった取組みの継続が望ましい。

Ａ⁺ 89

【総合評価（評価できる点等）】
　新型コロナウィルス感染症対策として、ガイドラインの作成のほか、執務室内の密を避ける取り組み、コロナワクチン接種に対応した休暇制度の実施など現状に合わせて適切な対応が行われた。
　事業実施についても、新型コロナウィルス対策を行いながら、一部イベントについては動画配信を活用するなど可能な範囲で事業を行うことで提案事業や自主事業については、参加者が前年度を上
回ったほか利用者アンケートで好意的な意見を得ており、この状況下において適切に運営管理を行うことができている。また、中止とはなったが、古墳まつり等のイベントにおいて地区商工会の出店
等のタイアップを図るなど、地域経済へ配慮した取り組みは優れている。また、地域の公民館へ自ら働きかけ企画展の実施に結び付けていることは、地域との連携や新事業の実施に向けた積極性が見
られる。

・小中学校の夏休み・冬休み期間中の休館日を特別開館して、利用者の利便性の向上を図った。

・手指消毒用アルコールの設置及び学習室使用後の消毒の徹底。

・展示室利用者数を入口に表示し、団体利用日程についてはウェブサイトに掲示して、展示室内の密回避を促した。
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【各評価区分における得点率】


